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エリソルビン酸の分解に及ぼす酸化剤お

よび安定剤の影響
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長谷川千鶴

筆者等はさきにI- ア スコルビン酸（ＡＡ）またはこ

エリソルビン酸（ＥＡ）水溶液に,   HaSOi お よびCitric:

acid を加えた強酸性下で通気酸化を行なうと,  AA　 と

EA との分解速度に著差を生ずることを認め，この差を

定量的に検討したが，今回はこのよう

何なる原因によるかを究明するため，

な分解速度差が如’

主として酸化剤ま

たは安定剤を使用することによって検討を加えた。

2.    AA･EA はい ずれもポーラログラフ法により測定:

し た。

3. その結果，使用した数種の安定剤のうちでは,    R.

ＤＴＡ の効果が最も大であり，酸化剤ではFe ＋3イ オンに:

よる分解が顕著であ９た。また,  AA･ ＥＡ のFe ゛3イ オ

ンによる触媒酸化は,反応液のpH に よって強弱があリ,.

pH が低下するほど分解の程度が著しい。

なお,  Fe＋3イ オンによる触媒酸化は ＡＡ よりもEA

の方が大きく,  pH の低下とともに両酸間の差は増大才ヽ

ることを認めた。

H2SO4 およびCitric acid を加えた強酸性下で,AA と:



EA との分解速度に差を生じた原因は，使用試薬に含有
する痕跡の不純Fe ＋3イオンによるためではないかと思

われた。
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